
　松江市議会は県内８市のうち６市目で導入されたタブレット
（貸与）を使い、文書の共有などができるシステムの講習会が、
５月８日に市役所委員会室で開催されました。
　このシステムの導入は、タブレットから始まるICT化と開かれた
議会にあり、また、ペーパーレス議会による効率的な議会運営
のために効果的なものといえます。
　本回の講習会は、基本的な
“文書を開く・ページをめくる・
メモを書く・文書を切り替える”
などや、タブレット端末の使い方
を学びました。早速、６月市議会
から、本会議や委員会等で活用
しています。

ののうち
まこと

発行： ののうち誠後援会
〒699-0108  松江市東出雲町出雲郷1670

電 話・F A X  0 8 5 2 - 5 2 - 3 1 1 7
Eメール nonouchi＠mable .ne . jp

h t t p : / / w w w . m a b l e . n e . j p / ~ n o n o u c h i /

発行日：2024年（令和6年）7月28日

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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後 援 会 だ よ り  J u l y

m a k o t o
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昭和25年生まれ 出雲郷小学校→東出雲中学校→
島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職（平成23年
3 月に町 参 事を最後に退職）→平成 2 3 年 8 月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選、令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、
一緒にまちづくりをしていきましょう。
この度後援会だよりv o l . 5 2を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動 から
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公共施設適正化と残すべき公共施設

東出雲の３幼保園の開園式がありました

　４月８日、東出雲町内の市立出雲郷・揖屋・意東幼保園の開園
式が３園であり、それぞれ出席しました。
　東出雲町内の３市立幼稚園・保育園は、４月１日に認定こども園
に移行し、名称も幼保園として新たなスタート。開園セレモニーは、
市長挨拶や園名のプレート除幕などと続きました。まつえっこ体操
を市長などと一緒に体操するなど、園児のみなさんから元気を
いっぱいもらった式でした。
　東出雲町は単独町時代には幼
保一体化事業として「幼児園」とし
て運営してきたので、名前は違って
も体制には変化がないと考えてい
ます。開園後は、主食のご飯は弁当
持参から給食で提供されています。 タブレット端末機の講習会意東幼保園での上定市長の挨拶

6月定例議会
補正予算など４２議案を可決・承認

　松江市議会６月定例会は、７月３日に
２３日間の会期を閉じました。今議会は、
条例案件９件、単行案件１８件、一般
会計補正予算など予算案件４件、承認
案件８件、議員提出議案３件の計４２件
などを審査し、議案を全て可決しました。
　また、陳情は、「訪問介護の基本報酬
引き下げ撤回等と、介護報酬引き上げの
再改定を早急に行なうことを求める意見
書の提出」と「（仮称）殿町プロジェクト 

マンション棟 計画地の取得」、「コロナ
ワクチン接種後の体調不良に関する
相談窓口の開設」、「８回目のコロナワク
チン接種に際して６０歳～６４歳までの
既往症のある方に接種券を個人的に
送ることを止めるよう求める」の４件とも
不採択としました。このうち、「マンション
棟計画地の取得について」は、松政クラブ
では計画地の取得だけの陳情であれば
同意できるものの、代替え地候補も提案
されたことから、松江市議会は主旨採択
を採用していないので不採択という
判断となりました。また、議員提出議案

「地方財政の充実・強化に関する意見書」
と、松政クラブが起草した「緊急防災・
減災事業債の継続・拡充を求める意見
書」「中国横断新幹線（伯備新幹線）
及び山陰新幹線の整備促進を求める
意見書」は、３件とも可決しました。
　一般質問は２・３ページで特集して
いますが、かなり省略しています。
松 江 市議会  インターネット中継  
（media-streaming.jp）では、質問
と答弁全てを動画で見ることができ
ます。（予算金額や提出議案の詳細は市
ホームページや市報等をご覧ください）

市議会もタブレット時代

　５月２７日に、松江市議会「宍道湖・中海問題等対策特別委員会」
は、整備状況の現地調査を実施。
　野々内はこの特別委員会委員長を務めていますが、対象となる
河川・湖沼の所管は国土交通省と島根県、松江市の３者であり、
委員会では３者担当者が出席の上開会します。数年ぶりの現地視察
も同様に３者担当者が説明。視察箇所は市内４か所で、西尾町
の大橋川拡幅に伴う「松崎島地区工事用道路事業」、大橋川左岸
の「東本町地区護岸整備工事
箇所」、黒田町他を流れる「中川
河川改修事業」、市役所付近の
「宍道湖松江地区護岸等整備
工事」の現場でした。今後の
委員会審議に向けて大いに
参考になりました。

ヨリアイーナ東出雲敷地内に防災倉庫を新設

　市役所東出雲支所では風水害等の災害発生の危険がある
時には、地域災害対策本部を立ち上げ、市消防団東出雲方面
団幹部も加わり警戒活動を行います。その際に、防災倉庫に
備蓄した土嚢などの防災資材を分団等と連携して必要な場所
に配置し防災に努めています。
　支所が昨年6月に東出雲複合施設「ヨリアイーナ東出雲」
内に移転してからも防災倉庫は旧支所倉庫にあったため、
防災への迅速な対応が困難な
状態でした。
　東出雲方面団幹部の方から
相談を受け、市の担当部に相
談をする中で、令和５年度末
に新しい防災倉庫が設置され
ました。 現地視察状況設置された防災倉庫

宍道湖・中海問題等対策特別委の現地調査　松江市は、「公共施設適正化計画」を策定し、本市保有の多種多様な公共施設を将来

にわたり、持続可能な量と質へ転換する取り組みを進めています。総論は賛成ですが、

悩ましいのは旧町村を代表する施設が含まれていることです。

　６月市議会一般質問でふれた「メテオプラザ」は美保関を代表する施設ですが、雨漏りや

部材崩落等によって利用中止となり、今後の取り扱いを検討する時期を

迎えたと市長答弁がありました。

　東出雲に目を転ずると、今年度は旧東出雲ふれあい会館を取り壊し、

来年度は旧支所（旧役場）を取り壊し、その跡地には揖屋幼保園や

揖屋ふれあい広場の遊具広場等が移転新設の予定です。

　また、「東出雲おちらと村」は、現在は市の指定管理委託によって

運営されていますが、「まちづくり協議会」がより一層の活用に

ついて取りまとめ、市長要望をする予定です。

　東出雲町は旧町時代から観光施設等は取り組まず、下水道や道路など

住民生活に役立つ基盤整備に努めてきました。その中で、東出雲おちらと

村は、東出雲を代表する施設であり、守るべき施設だと考えます。

　少子高齢化社会に必要であり市が財政支援する公共施設として、

引き続き活用できるよう頑張ってまいります。

9月定例議会予定
3日
9日
10日
11日
13日
17日

　　　
18日

19日

（火）
（月）
（火）
（水）
（金）
（火）
　　　
（水）

（木）

9月

10月

本会議（会期の決定、提案説明、決算特別委設置）、決算特別委員会
一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
決算特別委員会（質疑・分科会分担・委託）
総務委員会・予算委員会総務分科会・決算特別委員会総務分科会、
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会・決算特別委員会教育民生分科会
総務委員会・予算委員会総務分科会・決算特別委員会総務分科会、教育民生委員会・
予算委員会教育民生分科会・決算特別委員会教育民生分科会、建設環境委員会現地視察
経済委員会・予算委員会経済分科会・決算特別委員会経済分科会、建設環境委員会・
予算委員会建設環境分科会・決算特別委員会建設環境分科会

20日

26日

1日

（金）

（木）

（火）

経済委員会・予算委員会経済分科会・
決算特別委員会経済分科会、建設環境委員会・
予算委員会建設環境分科会・
決算特別委員会建設環境分科会
決算特別委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）、
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）

本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会
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題

（
2
）重
要
な
機
能
を
持
つ
メ
テ
オ

プ
ラ
ザ
の
休
館
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
伺
う
。こ
の
メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
は
島
根

半
島
を
代
表
す
る
建
築
物
だ
が
、今
後

は
ど
う
す
る
考
え
か
。

上
定
市
長 

メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
は
、地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、そ
の
目
的

を
果
た
す
た
め
最
大
限
活
用
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
が
、老
朽
化
が
進
む
中
で

安
全
な
利
用
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、一
部
エ
リ
ア
の
利
用
を
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、島
根
県
の
管
理
す
る
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、今
後
メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
の
施
設

全
体
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、地
元
地
域

の
皆
様
に
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

島
根
県
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
3
）市
内
の
各
施
設
、特
に
学
校
施
設

や
公
民
館
施
設
な
ど
建
設
か
ら
十
数
年

以
上
経
ち
雨
漏
り
や
壁
の
塗
装
な
ど
の

対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
も
多
く

み
ら
れ
る
。私
の
地
域
の
出
雲
郷
小
学
校

体
育
館
も
同
様
だ
。定
期
的
な
修
繕
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、壊
れ
た
り
修
繕

が
必
要
に
な
っ
て
か
ら
対
応
し
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。修
繕
計
画
は

適
正
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
、ま
た

計
画
通
り
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

藤
原
副
教
育
長 

学
校
設
備
修
繕
は
、

空
調
、ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
種
類
毎
に

こ
と
か
ら
、市
内
の
他
の
公
共
施
設
に

比
べ
て
も
非
常
に
劣
化
が
早
く
、雨
漏
り

の
修
繕
対
応
な
ど
の
措
置
が
建
設
後

早
い
段
階
か
ら
必
要
に
な
っ
て
い
た

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、指
定
管
理
者
が
天
井
の

雨
漏
り
や
内
外
装
の
腐
食
な
ど
の
不

具
合
を
確
認
し
、本
市
が
そ
の
旨
の

報
告
を
受
け
る
都
度
、不
具
合
が
発
生

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
速
や
か
な
修
繕
に
努
め
て

き
た
。し
か
し
な
が
ら
、メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
の

特
殊
な
構
造
や
屋
根
の
形
状
に
よ
っ
て

不
具
合
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
箇
所
や

雨
水
が
流
れ
る
経
路
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、根
本
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

な
い
ま
ま
、さ
ら
に
施
設
の
劣
化
が
進
む

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。こ
の
間
、本
市
と
し
て
で
き
る

限
り
の
修
繕
に
努
め
て
き
た
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、不
作
為
の
管
理
瑕
疵
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。深
刻
な
劣

化
の
程
度
に
鑑
み
れ
ば
、施
設
の
今
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
時

期
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
は
、島
根
県
が
管
理

す
る
隠
岐
航
路
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、島
根
県
と
し
て

も
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
て
、港
湾

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
維
持
・
継
続
す
る

た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と
の
認
識

を
共
用
し
て
お
り
、今
後
、島
根
県
と

と
も
に
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
。

委
員
会
」が
中
心
と
な
り
、運
営
委
員
会

の
構
成
員
が
持
つ
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
と
の
個
別
の
つ
な
が
り

を
活
用
し
て
、特
設
サ
イ
ト
を
介
す
る

こ
と
な
く
実
施
さ
れ
た
も
の
と

伺
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な

広
域
か
つ
被
害
が
甚
大
な
災
害
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、被
災
地
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
派
遣
の
調
整
な
ど
を
都
道

府
県
レ
ベ
ル
で
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

松
江
市
内
の
公
共
施
設
管
理
が
大
変

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
と
感
ず
る
。

多
く
の
市
民
か
ら
も
、苦
情
や
あ
き

ら
め
の
意
見
を
伺
う
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。先
般
、美
保
関
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
施
設
で
あ
る「
メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
」に

お
い
て
、雨
漏
り
や
管
理
状
況
の
悪
さ

か
ら
部
材
が
崩
落
し
利
用
を
中
止

し
た
と
聞
い
た
。「
メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
」の

管
理
を
通
じ
て
、本
市
の
公
共
施
設
の

管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

（
1
）こ
の
よ
う
な
管
理
瑕
疵
と
も
い
え

る
状
況
に
な
り
、歴
代
の
観
光
部
長
や

サ
ン
ラ
イ
ズ
美
保
関
の
社
長
の
責
任
は

大
き
い
と
思
う
が
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

上
定
市
長 

メ
テ
オ
プ
ラ
ザ
は
、日
本
海

に
面
す
る
海
岸
線
に
立
地
し
て
い
る

（
1
）今
回
発
表
の
、市
営
バ
ス
と
一
畑

バ
ス
と
の
共
同
経
営
計
画
の
策
定
に

向
け
て
検
討
を
深
め
る
こ
と
は
必
要
な

こ
と
と
思
う
。広
島
市
や
岡
山
市
の

先
例
を
踏
ま
え
、共
同
運
行
を
ど
の
よ
う

に
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
よ
い
か
、本
市
の

共
同
経
営
へ
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

石
本
ま
ち
づ
く
り
部
長 

重
複
路
線
の

解
消
や
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、こ
れ
ら
を
実
現
す
る

う
え
で
共
同
経
営
は
有
効
な
手
法
で

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」で

は
、一
畑
、市
営
、本
市
の
３
者
に
よ
る

「
路
線
バ
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」の

開
催
や
、共
同
経
営
も
含
め
た
バ
ス

再
編
の
可
能
性
を
検
討
し
、暮
ら
し

や
す
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
公
共

交
通
の
実
現
に
向
け
て
、関
係
者
と

議
論
を
進
め
て
い
く
。

（
2
）一
定
条
件
下
で
運
転
手
が
い
な
く

て
も
通
行
可
能
な「
レ
ベ
ル
４
」の
自
動

運
転
バ
ス
の
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。ま
た
、市
街
地
循
環
バ
ス
に
も

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
伺
う
。

石
本
ま
ち
づ
く
り
部
長 

本
市
で
は
、

国
内
自
治
体
初
の
自
動
運
転
バ
ス
を

定
常
運
行
し
て
い
る
茨
木
県
境
町
を

視
察
す
る
な
ど
、導
入
に
向
け
た
検
討

を
着
手
。自
動
運
転
の
導
入
に
向
け
た

課
題
を
整
理
し
、導
入
の
国
補
助
の

活
用
や
、ど
の
路
線
へ
の
導
入
が
効
果

的
か
つ
効
率
的
か
な
ど
、先
例
事
例
の

調
査
や
関
係
先
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
通
し
て
検
討
を
進
め
た
い
。

（
1
）「
出
雲
市
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」で
は
、能
登
半
島
地
震
被
災
者
に
、

市
民
・
団
体
等
と
協
働
し
街
頭
募
金

な
ど
の
支
援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。松
江

市
は
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害

を
出
し
た
姉
妹
都
市
・
珠
洲
市
が
あ
り
、

取
り
組
み
が
必
要
だ
。な
ぜ
松
江
市

で
は
取
り
組
ま
な
い
か
伺
う
。

松
原
健
康
福
祉
部
長 

出
雲
市
内
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、「
出
雲
市
総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
運
営
す
る

民
間
主
体
の
任
意
組
織
で
あ
る「
出
雲

市
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

を
諮
問
し
た
が
、今
後
、高
さ
規
制

を
含
め
た
景
観
基
準
等
の
見
直
し
を

速
や
か
に
進
め
、松
江
ら
し
い
景
観
の

保
全
・
創
出
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
2
）松
江
城
の
幕
末
維
新
期
の
姿
を

目
指
す
と
し
た
ら
、ど
の
よ
う
な
埋
も

れ
た
歴
史
的
資
源
が
あ
る
の
か
伺
う
。

桑
原
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
「
史
跡

松
江
城
保
存
活
用
計
画
」で
は
、幕
末

維
新
期
を
含
め
た
江
戸
時
代
の
城
と

し
て
の
文
化
財
価
値
を
次
世
代
に

伝
え
る
た
め
、石
垣
の
修
理
な
ど
城

を
保
存
す
る
た
め
の
整
備
に
加
え
、

調
査
研
究
の
成
果
に
基
づ
く
建
物
の

復
元
な
ど
の
整
備
を
行
な
う
。

（
1
）長
野
県
松
本
市
の
松
本
城
の

保
存
・
活
用
等
に
つ
い
て
、行
政
視
察

す
る
機
会
を
得
た
。松
本
市
は
、風
致

地
区
や
山
々
の
優
れ
た
景
観
を
保
護

す
る
高
度
地
区
、屋
外
広
告
物
規
制
、

景
観
計
画
な
ど
を
定
め
、計
画
的
な

城
周
辺
整
備
を
進
め
て
い
た
。本
市

と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る

か
、考
え
方
を
伺
う
。

石
本
ま
ち
づ
く
り
部
長　

松
江
城
で

も
、城
周
辺
の
景
観
形
成
は
、歴
史

的
な
景
観
の
保
全
・
形
成
を
目
的

に
松
江
城
か
ら
の
眺
望
を
守
る
た
め

山
の
稜
線
に
対
す
る
眺
望
基
準
を

設
け
る
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、松
本
市
と
異
な
り
、城
周
辺

３
６
０
度
に
わ
た
っ
て
高
さ
規
制
を

し
て
お
ら
ず
、城
の
南
側
の
一
部
は
、

高
層
建
築
物
の
立
地
が
可
能
な
区
域

と
な
っ
て
い
る
。松
江
城
か
ら
至
近
の

場
所
に
高
層
建
築
物
が
乱
立
す
る
よ

う
な
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

松
江
市
景
観
審
議
会
に「
松
江
城
か
ら

の
眺
望
基
準
の
見
直
し
」と「
松
江
城

周
辺
の
建
物
の
景
観
基
準
の
見
直
し
」

整
備
・
改
修
・
利
用
の
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、こ
の
計
画
に
よ
り
着
実
に
実
施

し
て
い
る
。一
方
、校
舎
等
の
建
物
の
維
持

修
繕
は
関
係
法
に
基
づ
き
３
年
１
度
の

定
期
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、緊
急
性

の
高
い
も
の
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て

行
っ
て
い
る
。公
民
館
も
同
様
に
、計
画
や

定
期
調
査
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。緊
急

時
に
避
難
所
に
な
る
学
校
や
公
民
館
の

維
持
管
理
は
、適
切
な
状
況
把
握
と
対
応

に
努
め
て
い
く
。

以
上
、今
回
の
質
問
は
、サ
ン
ラ
イ
ズ

美
保
関
に
限
ら
ず
、他
の
指
定
管
理

を
し
て
い
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
）や
松
江
テ
ル
サ

な
ど
に
も
あ
た
る
こ
と
だ
。早
く
朽
ち
る

ま
で
待
つ
と
い
う
こ
と
か
。市
施
設
の

管
理
や
施
設
を
利
用
し
た
活
性
化
へ

の
努
力
が
足
ら
な
い
と
率
直
に
感
ず
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
っ
て
で
き
た

施
設
で
あ
り
、そ
の
思
い
を
込
め
た

管
理
や
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。該
当

す
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
納
得
で
き
る

ま
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

被
災
者
支
援
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
機
能
に
つ
い
て

Q3

松
江
城
の
保
存
活
用
に

つ
い
て

Q1
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

Q4

市
営
バ
ス
と
一
畑
バ
ス
の

共
同
経
営
を
問
う

Q2

一般質問する野々内

JR松江駅バスターミナルメテオプラザ

34
回
目
の
一
般
質
問
で
す

６
月
18
日
の
３４
回
目
の
一
般
質
問
は
、一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
し
た
。再
質
問
は

省
略
し
記
事
は
文
面
の
都
合
上
簡
潔
に
し
て
い
ま
す
。


